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第
百
三
十
號

第
十
二
巻

第
一
冊

デ
ィ
ル
タ
4
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本

的
な
う
も
の
に
つ
い
て
（
完
）

十
二

楢
崎
淺
太
郎

　
個
人
を
眞
に
完
全
に
嵩
上
せ
ん
が
だ
め
に
は
、
そ
の
個
人
の
登
達
し
來
り
だ
る
過
程
を
経
験
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
斯
く
の
如
く
に
考
へ
て
、
精
帥
生
活
の
登
達
を
、
記
述
的
分

析
的
心
理
學
の
一
野
象
ビ
な
し
、
精
帥
の
獲
達
に
饗
す
る
氏
の
見
解
を
叙
述
し
て
居
る
〔
（
七
）
三
三
ー

鶴
野
六
頁
）
。
私
は
こ
れ
か
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
憩
生
活
の
登
達
に
關
す
み
諸
見
解
の
重
要
な
る
も
の

を
略
述
す
る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
依
れ
ば
、
精
解
生
活
の
登
達
は
の
身
膿
の
獲
蓬
②
物
理
的
環
境
の
影
響
及
び
㈲

　
　
ヂ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
み
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
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二

其
の
開
園
の
精
髄
界
の
影
響
の
、
こ
の
三
種
の
外
的
條
件
に
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
て
る
る
が
〔
（
七
）

ニ
ニ
五
頁
〕
然
し
こ
は
獲
達
の
現
出
す
る
條
件
で
あ
っ
て
、
登
達
の
原
動
力
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
登

達
に
は
登
達
の
呼
率
の
外
に
、
令
達
そ
れ
愚
身
を
成
立
せ
し
む
る
も
の
を
要
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ

は
之
を
氏
の
所
謂
根
源
的
精
紳
組
織
（
象
。
気
ω
営
ぎ
σ
q
疑
5
ω
什
着
ぼ
窮
）
に
求
め
て
み
る
〔
（
七
・
ニ
ニ
…
頁
・
。
こ
の

根
源
的
精
帥
組
織
は
、
夫
肖
身
が
唄
つ
の
合
目
的
々
．
登
恥
掻
　
で
あ
っ
て
「
こ
は
常
に
衝
動
・
意
志
・
戚
情

事
に
現
聾
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
〔
（
＋
）
九
五
頁
）
。
精
彩
生
活
の
登
達
の
唯
一
の
基
礎
は
、
生
け
る
こ
の

組
織
に
潜
ん
で
居
る
。
こ
の
組
織
か
ら
の
み
精
帥
生
活
は
漸
次
に
…
唐
傘
成
長
す
る
。
こ
の
根
源

的
確
棘
組
織
の
活
動
の
核
3
5
を
成
す
も
の
は
、
極
め
て
幼
稚
な
る
も
の
よ
り
最
高
等
な
る
も
の
に

至
る
諸
種
の
衝
動
で
あ
っ
て
、
こ
の
諸
種
の
衝
動
が
一
種
の
系
統
を
形
作
っ
て
、
根
源
的
精
淋
組
織

・
の
根
幹
を
固
め
こ
の
衝
動
が
生
命
の
前
進
を
促
し
、
撃
っ
て
生
命
の
前
進
力
は
こ
の
衝
動
及
び
衝

τ
動
の
系
統
の
活
動
に
基
づ
い
て
居
る
。
而
し
て
一
度
衝
動
の
開
質
せ
ら
る
、
や
、
そ
の
結
果
ε
し

で
、
戚
畳
を
生
じ
、
戴
畳
に
は
あ
る
種
の
軸
距
．
が
伸
随
す
る
。
か
く
し
て
衝
動
の
獲
動
に
件
ひ
、
あ
る

戚
情
の
俘
随
生
起
す
る
ε
き
は
、
こ
の
戚
情
ご
衝
動
ご
が
結
合
し
て
、
衝
動
の
活
動
を
時
に
促
進
し
、

時
に
抑
塵
す
る
所
の
一
種
の
意
志
系
統
を
築
く
。
而
し
て
衝
動
の
登
動
は
常
に
あ
る
客
掘
的
な

る
も
の
に
、
直
接
又
は
間
接
に
相
關
係
す
る
が
故
に
、
こ
の
衝
動
ご
戚
情
こ
の
結
合
の
外
に
、
更
に
之



に
観
念
の
添
加
し
來
っ
て
、
藏
に
衝
動
系
統
、
戚
情
系
統
、
意
志
系
統
、
二
念
系
統
の
聯
合
が
生
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

之
等
の
諸
系
統
の
第
二
次
的
聯
合
の
結
果
は
、
衝
動
よ
り
叢
る
登
活
力
の
外
に
、
第
二
次
的
の
登
蓬

へ

力
を
誘
出
し
、
二
者
相
寄
り
相
助
け
て
精
棘
の
螢
逮
の
原
動
力
ご
な
る
。
　
こ
の
第
二
次
的
登
達
力

の
加
わ
る
や
、
衝
動
活
動
の
外
に
、
意
志
活
動
の
開
獲
せ
ら
る
＼
に
至
り
、
環
境
に
謝
す
る
平
癒
生
活

（飢

ｶ
蛋
⑱
。
巳
。
σ
9
窪
・
。
o
剛
8
d
ヨ
σ
q
。
ぴ
巷
σ
q
）
が
扁
履
有
数
に
行
は
る
、
に
至
る
も
の
で
あ
る
〔
（
十
）
九
六
買
）
。

　
こ
の
環
境
に
醤
す
る
適
鷹
…
生
活
は
、
応
需
組
織
の
基
本
標
式
（
山
導
9
一
三
畠
、
ぐ
℃
霧
）
で
あ
っ
て
、
こ
は
既

に
概
食
衝
動
の
螢
達
過
程
に
す
ら
、
明
に
之
を
認
む
る
こ
ご
が
出
盗
る
。
即
ち
講
食
衝
動
に
基
づ

き
食
物
を
食
す
る
ε
き
は
、
一
種
の
昧
畳
ご
満
足
の
戚
情
ご
を
生
じ
、
こ
の
味
畳
ご
、
戚
情
ε
は
、
暴
食

衝
動
に
結
合
し
て
、
そ
の
以
後
は
あ
る
食
物
を
求
め
、
他
の
食
物
を
避
け
ん
こ
す
る
の
有
意
的
運
動

を
警
む
．
」
至
る
も
の
で
あ
る
。
精
淋
生
活
は
、
實
に
こ
の
適
法
生
活
を
中
心
こ
し
て
獲
労
す
る
○

精
帥
組
織
の
こ
の
基
本
標
式
は
、
一
切
の
動
物
の
生
活
に
活
躍
し
、
既
に
之
を
軍
細
胞
動
物
の
ア
ミ

ー
バ
に
す
ら
認
む
る
こ
ざ
が
出
來
、
ヒ
ド
ラ
に
於
て
は
一
厨
明
自
に
現
れ
て
居
る
Q
有
脊
椎
動
物

に
あ
り
て
は
、
高
度
に
登
達
し
π
る
五
経
系
統
を
有
し
、
域
費
榊
繧
と
運
動
紳
経
こ
の
中
間
に
、
神
経

系
統
の
中
貫
部
を
形
成
せ
る
大
脳
な
る
も
の
現
出
し
・
て
、
完
全
な
る
聯
合
の
中
置
を
形
成
し
、
以
て

高
度
の
登
達
に
達
し
た
る
精
々
組
織
の
支
持
者
こ
な
b
、
上
に
蓮
べ
た
る
精
紳
組
織
の
基
本
標
式

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
悲
本
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四

を
完
全
な
る
條
件
の
下
に
活
動
せ
し
め
て
居
る
。
而
し
て
か
く
の
如
き
高
等
な
る
精
憩
組
織
も
、

そ
の
始
源
に
於
て
は
輩
一
な
る
基
本
組
織
よ
り
畿
展
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
勲

物
及
び
入
間
の
世
界
の
全
系
統
は
、
こ
の
軍
一
な
る
根
源
的
精
神
組
織
の
蚕
等
し
た
も
の
で
あ
る

ご
述
べ
て
居
る
〔
（
七
）
ニ
コ
頁
〕
。

　
か
く
の
如
く
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
精
…
憩
生
活
の
登
展
は
、
適
癒
生
活
を
そ
の
目
標
こ
す
る
の
で
あ

る
ざ
考
へ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
命
統
一
膿
ご
外
界
こ
の
相
互
關
係
を
ば
、
最
も
抱
括
的
な
る
表
現

こ
し
て
、
之
を
順
鷹
（
》
弓
塁
。
・
三
一
σ
q
N
乱
雲
唄
・
。
二
＾
則
窪
℃
。
。
罵
一
6
℃
三
・
。
霞
畠
2
H
b
σ
。
澆
①
一
一
回
冨
沖
ξ
義
〔
【
臼
9
二
一
§
＾
圃
Ω
一
”
毒
寡
．

ノ
～
δ
｝
o
ぽ
芦
。
。
【
o
冨
ぴ
ε
ご
名
づ
け
て
み
る
只
七
）
二
一
二
買
し
。
生
命
統
一
騰
が
外
界
に
順
癒
せ
ん
が
だ
め
に
は
、

先
づ
外
界
を
感
知
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
さ
れ
ば
之
に
威
畳
系
統
が
鋼
慮
す
る
。
次
ぎ
に
載
畳
系

統
の
威
知
し
た
る
外
界
に
順
捺
せ
ん
ご
欲
せ
ば
、
外
的
感
動
を
臨
ま
ざ
る
べ
が
ら
す
。
運
動
系
統

は
之
に
謝
癒
す
る
。
而
し
て
こ
の
外
界
戚
知
ご
外
的
運
動
ε
は
、
相
呼
癒
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が

故
に
、
爾
系
統
の
結
合
が
成
立
す
る
。
最
高
の
段
階
に
到
達
し
た
る
入
間
生
活
ご
錐
も
、
全
有
機
艘

の
こ
の
大
法
則
の
外
に
あ
る
も
の
で
も
な
い
。

　
品
精
紳
組
織
が
順
慮
生
活
、
換
言
せ
ば
合
目
的
生
活
を
管
む
に
當
っ
て
、
如
何
な
る
方
向
に
如
何
な

る
素
質
の
も
の
を
求
む
る
か
は
、
主
ビ
し
て
衝
激
ご
威
情
の
示
す
所
に
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し



衝
動
は
大
約
の
方
向
ご
大
約
の
性
質
ε
を
示
．
す
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
方
海
の
微
細
な
る
決
定
は
、

主
ご
し
て
戚
情
に
由
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
食
し
得
べ
き
も
の
を
求
む
る
は
、
衝
動
に
依
る
も
、
如

何
な
る
食
物
を
選
定
す
る
か
は
、
主
こ
し
て
戚
情
に
訴
へ
る
○
さ
れ
ば
デ
ィ
ル
タ
イ
は
便
値
は
戚

容
生
活
及
び
衝
動
生
活
中
に
の
み
成
立
し
（
乏
舞
①
暮
・
・
叶
。
露
蛋
＝
【
＃
Ω
o
竃
誌
菖
α
円
膏
σ
δ
げ
。
♪
）
〔
（
七
）
二
〇
五
頁
〕

債
値
は
哀
情
及
び
衝
動
生
活
中
に
於
て
の
み
経
験
せ
ら
る
。
（
隻
。
ω
興
ノ
＜
。
金
離
。
コ
葺
（
＝
岩
二
2
0
。
穀
瀞

§
〔
剛
目
膏
鑓
。
び
9
Φ
轟
一
日
達
】
．
）
〔
（
七
）
二
〇
七
頁
・
。
ご
云
っ
て
み
る
。
吾
入
の
知
畳
内
容
は
、
外
界
の
不
可
知
の

性
質
の
一
記
號
系
統
（
。
門
内
浮
凶
9
①
口
恥
。
。
｛
。
一
心
で
あ
る
が
、
戚
情
も
亦
一
種
の
記
號
系
統
ε
云
ひ
得
る
。

而
し
戚
情
の
指
示
せ
る
も
の
は
、
知
畳
内
容
の
如
く
に
外
界
の
性
質
に
あ
ら
す
し
て
、
自
己
の
釈
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
セ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

及
び
膚
己
に
影
響
を
及
ぼ
す
梅
壷
件
に
つ
い
て
の
，
生
命
債
値
の
種
類
ご
程
度
ご
に
適
す
る
記
號

で
あ
る
〔
（
七
）
二
〇
入
頁
〕
。
詳
言
す
れ
ば
戚
情
は
膚
己
の
歌
態
、
又
は
自
己
に
關
す
る
諸
前
件
を
、
姦
に
生

命
儂
値
的
方
面
よ
り
附
號
的
に
表
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
よ
り
見
れ
ば
、
戚
情
作
用
も
亦

「
種
の
合
目
的
活
動
で
あ
る
。

　
抑
々
も
生
命
の
過
程
ご
獲
達
な
る
も
の
、
現
拙
す
る
の
は
、
精
紳
組
織
内
に
廣
義
の
順
癒
生
活

よ
り
見
た
る
一
種
の
合
目
的
性
の
存
在
せ
る
が
た
め
で
あ
る
○
人
間
の
獲
達
は
、
シ
ヨ
ソ
ベ
ン
ハ

ウ
エ
ル
の
盲
目
蘭
意
志
や
、
へ
川
べ
ル
ト
學
露
玉
は
唯
物
論
者
の
所
謂
個
々
の
精
脚
力
の
ア
ト
ミ

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
酌
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
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瓢
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山
口

ス
テ
ィ
ク
な
遊
戯
か
ら
、
起
っ
て
來
る
の
で
は
無
く
し
て
、
衝
動
ビ
心
情
ご
に
よ
り
て
、
合
目
的
螢
達

の
前
進
力
が
形
成
せ
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
〔
（
七
）
二
一
四
頁
〕
。
衝
動
を
満
足
せ
し
め
、
幸
編
の
状
態
を

誘
致
し
、
或
は
そ
の
歌
態
を
維
持
せ
ん
が
た
め
に
、
精
憩
生
活
の
關
聯
は
一
種
の
努
力
．
を
開
登
し
、
こ

れ
が
獲
達
の
前
進
力
ご
な
る
○

　
目
的
な
る
も
の
は
、
精
棘
組
織
内
に
の
み
存
在
し
て
み
る
。
目
的
は
膿
験
せ
ら
れ
、
内
的
経
験
に

輿
へ
ら
れ
．
て
る
る
が
故
に
、
職
事
組
織
の
合
目
的
性
は
生
槻
的
で
あ
る
。
叉
精
紳
組
織
の
合
目
的

性
は
、
他
の
目
的
思
想
を
必
要
ご
せ
ざ
る
が
故
に
、
こ
の
意
味
に
於
て
内
在
的
で
あ
る
。
こ
の
主
槻

的
．
内
在
的
含
目
的
性
の
概
念
に
は
二
つ
の
作
用
を
含
蓄
し
て
み
る
。
其
の
一
の
作
用
は
精
憩
生

活
の
成
分
の
關
聯
は
、
常
に
鍵
化
し
つ
、
あ
る
外
的
條
件
内
に
於
て
、
生
命
の
豊
富
、
衝
動
の
満
足
、
幸

薦
（
H
」
⑦
ご
。
盛
『
o
囲
。
葺
聲
冒
鹿
角
膏
｝
）
ぴ
Φ
塗
。
島
σ
q
最
槻
戸
5
自
O
賓
舞
）
を
誘
致
せ
ん
ε
す
る
傾
向
を
有
す
る
こ
ε
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
於
て
総
帥
生
活
の
合
旨
的
性
中
に
は
、
生
命
の
斌
態
の
鍵
化
を
聯
想
し
て
居
る
。
換
言

せ
ば
精
紳
生
活
の
合
目
的
性
は
、
こ
の
目
的
を
．
貫
徹
せ
ん
が
た
め
に
、
常
に
生
命
経
理
の
墾
化
を
希

望
す
る
。
而
し
て
こ
の
愛
化
は
分
化
と
一
層
高
等
な
る
結
合
ご
に
依
っ
て
の
み
達
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
〔
（
七
）
三
五
－
三
六
頁
〕
。

　
生
命
の
豊
富
を
致
し
、
衝
動
を
蒲
足
せ
し
め
、
存
否
を
誘
致
せ
ん
こ
す
る
は
、
各
吾
人
の
精
榊
生
活



7

の
直
接
な
る
内
在
的
、
主
槻
的
合
目
的
性
に
基
づ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
在
的
主
窺
的
合
目
的
性

は
、
個
騰
及
び
覆
族
の
維
持
に
關
係
あ
り
ε
見
る
な
ら
ば
、
精
棘
生
活
の
組
織
内
に
客
槻
的
な
る
も

の
を
目
標
こ
せ
る
．
目
的
性
を
内
在
的
に
許
容
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
超
越
的
の
目
的

二
念
で
あ
っ
て
、
合
目
的
な
る
關
聯
を
説
明
す
る
た
め
の
一
種
の
貸
与
で
あ
る
〔
（
七
）
二
一
六
買
）
。

　
風
下
生
活
め
登
蓮
の
思
想
中
に
於
て
、
最
も
重
要
な
る
要
素
は
生
命
便
値
（
畠
剛
。
≦
卑
器
紆
ψ
H
b
ぴ
①
器
い

冒
び
窪
馨
。
欝
）
で
あ
る
。
生
命
關
聯
は
生
命
鞍
壷
ご
密
接
に
關
回
し
、
生
命
償
値
は
戚
情
の
内
に
そ

の
姿
を
現
は
し
て
み
る
。
戚
情
の
内
に
於
て
禮
験
せ
ら
れ
π
も
の
が
、
我
々
に
逸
し
て
便
値
を
持

ち
、
優
値
は
域
情
ご
不
離
の
關
係
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
ご
云
っ
て
、
生
命
債
値
は
戚
情
の

集
合
か
ら
成
立
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。
内
的
経
験
の
示
す
所
に
依
れ
ば
、
生
命
贋
値
は
戚
情

か
ら
成
立
す
る
の
・
で
は
な
い
。
寧
ろ
人
々
の
経
験
す
る
所
の
生
命
の
全
き
充
實
（
山
δ
σ
q
讐
謬
峯
讐
。

号
。
。
幕
ぴ
窪
ω
）
人
々
の
号
す
る
所
の
生
命
實
在
の
豊
富
（
鳥
一
Φ
　
｝
汐
〇
一
〇
ゴ
け
鎧
昌
闘
　
α
Φ
鴨
　
H
［
O
σ
O
コ
も
。
♂
＜
腕
一
一
（
一
一
〇
げ
斥
Φ
澤
）
人
々
の
内

な
る
生
命
を
完
ふ
す
る
こ
ご
（
》
＝
ω
図
①
び
の
鎚
　
　
島
O
匂
o
Q
Q
O
謬
）
が
、
書
入
の
存
在
の
贋
値
ご
し
て
現
れ
る
○
そ
し

て
精
淋
的
組
織
關
聯
は
、
生
命
債
値
を
産
出
し
、
之
を
維
持
し
、
之
を
昇
進
せ
し
め
、
螢
展
せ
し
め
　
ん
ご

す
る
傾
向
を
有
し
て
居
る
〔
（
七
）
二
＝
↑
⊥
コ
七
頁
・
。

　
ゲ
イ
ル
タ
イ
は
精
紳
の
登
達
に
慣
し
て
生
命
便
値
の
重
要
な
る
こ
ご
を
、
上
の
如
く
に
指
摘
し
、

　
　
．
デ
イ
ル
タ
ノ
・
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



S

生
命
債
値
は
威
情
の
内
に
」
そ
の
姿
を
現
は
す
も
、
戚
情
そ
の
者
に
あ
ら
す
、
又
威
情
よ
り
成
立
し
居

る
も
の
で
な
く
、
戚
情
ビ
は
全
然
別
種
の
も
の
な
り
こ
な
し
て
居
る
。
而
し
て
そ
の
生
命
憤
値
の

如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
追
求
し
．
て
、
生
命
の
充
實
で
あ
る
こ
し
て
居
る
。
然
ら
ば
生
命
の
充
實

ご
は
如
何
な
る
こ
ご
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
は
氏
の
生
命
の
理
念
に
蹄
る
こ
ご
、
な
り
、
そ
は
既

に
前
に
記
蓮
し
た
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
精
帥
生
活
の
登
展
は
、
外
的
に
は
外
界
へ
の
順
鷹
を
そ
の
目
標
ご
な
し
、
内
的
に
は
生
命
償
値
を

生
産
し
、
維
持
し
、
昇
進
せ
し
め
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
が
、
之
に
達
せ
ん
が
た
め
に
は
多
く
の
新
な
る

要
素
の
構
成
を
必
要
ご
す
る
。
　
こ
の
要
素
の
．
｝
は
精
棘
生
活
の
關
笛
（
》
一
・
凱
沁
¢
H
曽
瓜
O
昌
二
Φ
匂
。
し
り
O
O
一
①
昌
一
〇
σ
の
⇔
ω
）

の
増
加
で
あ
る
〔
（
七
）
三
七
頁
〕
。
叢
に
云
ふ
デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
淋
生
活
の
關
節
ご
は
、
各
種
の
精
淋
作

用
及
び
内
容
の
分
化
ご
聯
結
ビ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
激
ち
衝
動
の
獲
動
は
戚
情
を
分
化
し
、

分
化
ビ
共
に
爾
者
は
相
結
合
し
て
、
蕪
に
精
紳
生
活
の
歪
な
る
一
偏
節
が
形
成
せ
ら
れ
る
。
こ
の

衝
動
及
び
高
情
に
依
っ
て
、
印
象
が
専
心
せ
ら
れ
る
ご
、
印
象
に
心
情
が
結
合
し
て
、
更
に
一
つ
の
新

な
る
精
神
的
關
節
を
生
じ
、
興
昧
ご
注
意
が
又
印
象
に
結
合
し
て
、
更
に
他
の
關
節
が
増
惣
す
る
。

叉
経
験
は
生
命
償
値
を
正
し
く
評
便
す
る
こ
ご
を
敷
へ
、
個
性
の
深
い
所
か
ら
、
生
命
理
想
の
統
「

が
現
出
す
る
。
　
こ
の
生
命
の
諸
理
想
の
系
統
も
、
又
一
種
の
精
霊
的
關
節
か
ら
成
立
し
て
み
る
。



こ
の
精
帥
的
關
節
は
意
志
の
旗
域
に
も
現
出
す
る
〔
（
七
）
二
｝
七
頁
㌧

　
動
物
の
身
膿
の
面
恥
膿
は
受
精
し
た
る
卵
か
ら
分
化
す
る
が
如
く
に
、
義
心
生
活
の
分
化
ご
、
分

明
ご
、
そ
の
細
密
な
る
關
係
ご
は
、
生
動
せ
る
精
淋
組
織
か
ら
獲
達
し
、
生
け
る
精
紳
閣
聯
は
一
切
の

忌
門
の
基
底
で
あ
る
（
器
σ
2
臼
σ
q
興
N
器
舞
ρ
嵩
霧
島
器
σ
q
（
嵩
Φ
9
戸
雪
山
㌶
σ
q
G
匙
興
団
馨
鼠
。
】
（
ξ
一
癖
酵
）
が
、
こ
の
生
動

せ
る
精
帥
組
織
よ
り
、
諸
種
の
精
紳
活
動
の
分
化
し
、
襲
毒
し
、
結
合
す
る
こ
ご
を
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
精

紳
生
活
の
關
籔
な
る
語
を
以
て
示
さ
ん
ご
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
講
論
生
活
の
…
關

飾
に
よ
っ
て
、
精
憩
生
活
の
獲
得
的
（
後
天
的
）
熊
鼠
が
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
〔
（
七
）
三
七
耳
。

9

　
襲
達
は
常
に
生
命
贋
値
を
實
現
せ
ん
こ
の
傾
向
を
有
し
、
諭
達
の
各
時
期
は
、
生
命
の
特
別
の
條

件
に
野
癒
し
て
、
骨
面
を
昂
進
せ
し
め
、
獲
展
せ
し
む
る
所
以
の
生
動
せ
る
戚
情
の
満
足
に
資
せ
ん

ε
す
る
か
ら
、
生
命
の
各
時
期
は
各
室
立
の
言
値
を
有
し
て
居
る
。
夫
故
に
生
命
の
各
瞬
間
が
、
濁

立
の
償
値
戚
情
を
以
て
満
た
さ
る
、
な
ら
ば
、
生
命
は
眞
に
融
き
に
近
い
。
　
こ
の
濁
立
の
債
値
戚

情
が
核
心
ビ
な
っ
て
、
叙
情
詩
が
生
れ
る
〔
（
七
）
三
八
頁
〕
。

　
か
く
の
如
き
見
解
の
下
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
登
達
小
説
、
登
逮
劇
な
る
も
の
を
考
察
し
、
フ
ァ
ウ
ス

塾
の
登
塩
素
は
、
人
畜
の
各
時
代
の
生
命
の
訳
語
の
償
値
を
表
現
せ
ん
ご
努
力
し
把
も
の
で
あ
っ

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
，
的
理
念
の
墓
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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＼

　
　
哲
學
研
究
第
百
竃
ず
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

た
ε
解
適
し
て
居
る
。
フ
ァ
ゥ
ス
ト
を
か
く
の
如
く
に
、
解
繹
す
る
の
充
分
な
り
や
否
や
に
つ
い

て
は
、
勿
論
多
く
の
議
論
の
存
す
る
所
で
あ
ら
う
が
、
兎
に
角
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
一
面
は
各
時
期
に
於

て
、
各
濁
特
の
生
命
債
値
を
追
求
し
て
居
り
、
こ
は
生
命
活
動
そ
れ
旨
身
の
顯
著
な
る
一
面
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

登
霞
に
純
粋
な
る
生
命
朕
態
よ
り
成
立
し
、
生
命
の
各
状
態
は
各
藩
特
の
生
命
建
値
を
獲
得
し
、
固

定
せ
ん
さ
努
力
す
る
（
自
。
詞
多
く
憲
＾
固
毒
⑱
ぴ
①
ω
簸
渥
鎗
の
げ
箕
2
巨
⑦
ぴ
①
蕊
N
葛
心
証
。
♪
畠
。
お
一
ご
a
窪
助
ぢ
昏
財
。
ぎ
昌

。
茜
蚕
同
β
o
σ
9
ω
≦
Φ
鴨
冨
N
g
面
。
乱
窪
9
§
畠
三
三
【
詮
畳
9
ω
冨
び
ε
〔
（
七
）
一
一
一
九
頁
〕
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
精
騨
の
登
達
を

上
の
如
く
に
、
生
命
の
純
粋
な
る
歌
詠
よ
う
成
立
す
る
ご
云
っ
て
居
る
の
は
、
深
い
内
省
的
結
果
で

あ
ら
う
σ
生
命
の
眞
の
登
展
は
、
生
命
が
純
粋
の
駿
態
に
達
し
π
所
か
ら
の
み
現
串
す
る
。

　
か
く
の
如
く
に
生
命
の
各
時
期
は
、
そ
れ
み
＼
濁
特
の
便
値
を
追
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、

生
命
の
前
時
期
を
後
時
期
の
手
段
嘘
曝
し
、
幼
時
に
於
て
そ
の
獲
達
期
を
後
年
の
犠
牲
に
す
る
こ

ご
は
、
生
命
其
の
者
か
ら
見
る
ご
洵
に
い
た
ま
し
き
こ
ご
で
あ
る
。
從
っ
て
叉
生
命
の
成
熟
期
に

生
命
の
目
的
を
見
出
し
、
そ
の
以
前
の
時
期
を
、
そ
の
目
的
の
た
め
の
手
段
ε
な
す
程
、
誤
っ
た
こ
ご

は
他
に
な
い
。
生
命
の
自
然
の
性
質
は
、
生
命
の
各
瞬
間
を
、
寧
ろ
そ
の
特
有
の
債
値
に
て
充
足
せ

ん
ε
の
傾
向
を
有
し
て
居
る
〔
（
七
）
三
九
頁
〕
。

　
以
上
述
べ
た
る
如
く
に
、
登
達
は
生
命
の
各
時
期
の
生
命
慣
値
を
實
現
せ
ん
こ
す
る
の
傾
向
が



あ
る
が
、
之
ε
同
時
に
他
方
で
は
叉
五
心
組
織
の
合
目
的
性
か
ら
、
磨
滅
ご
生
命
債
値
ご
の
他
の
關

係
が
成
立
す
る
。
こ
の
關
係
に
於
て
は
、
生
命
の
各
時
期
に
實
現
せ
ん
ε
す
る
生
命
贋
値
、
就
中
軍

一
な
る
衝
動
に
あ
る
制
限
を
與
へ
、
之
を
規
則
的
に
満
足
せ
し
む
る
こ
ビ
に
よ
り
て
、
そ
の
精
力
を

減
殺
し
、
高
等
な
る
衝
動
の
嚢
動
に
、
そ
の
場
所
を
與
へ
ん
こ
す
る
。
　
之
が
た
め
に
、
精
帥
組
織
は
種

々
に
分
化
し
、
昂
進
し
、
高
等
な
る
組
織
を
構
成
し
て
以
て
、
尊
慮
作
用
を
増
加
し
、
之
に
依
っ
て
、
よ
り

廣
大
な
る
、
よ
）
豊
富
な
る
生
命
慣
値
の
實
現
を
可
能
に
し
て
み
る
。
實
に
人
類
に
於
け
る
精
帥

生
活
の
登
達
は
、
か
く
の
如
き
歌
態
の
構
成
に
基
づ
い
て
み
る
。
之
を
以
て
生
命
の
各
時
期
に
特

有
の
生
命
贋
値
を
實
現
せ
ん
こ
す
る
傾
向
ε
、
高
等
な
る
衝
動
の
た
め
に
、
軍
法
な
る
衝
動
を
限
定

せ
ん
ご
す
る
傾
向
ご
は
、
一
見
相
反
す
る
が
如
き
も
、
實
は
然
る
に
あ
ら
す
し
て
、
後
者
は
、
生
命
儂
値

實
現
の
補
充
こ
な
る
の
で
あ
る
只
七
）
二
一
九
頁
〕
。

　
生
命
の
昏
時
期
は
各
特
有
の
債
値
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
生
命
の
論
議
中
に
於
て
精
帥
生
活
の

形
態
が
唄
暦
複
雑
ざ
な
り
、
M
履
高
等
な
る
組
織
ε
な
っ
て
、
生
命
が
貞
ら
獲
達
し
、
こ
の
登
逮
は
老

年
期
の
極
限
に
ま
で
及
ぶ
。
老
年
期
に
至
る
ご
、
繰
出
的
精
力
漸
次
に
衰
へ
、
生
命
統
一
膿
ご
外
界

及
び
他
人
ご
の
生
け
る
相
互
作
用
は
次
第
に
減
少
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
カ
ン
ト

も
そ
の
老
年
期
に
穿
て
は
、
他
人
の
思
想
を
少
し
も
受
容
し
能
わ
ざ
る
に
至
っ
た
定
云
は
れ
て
居

　
　
デ
イ
ッ
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
墓
本
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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哲
學
研
究
　
錐
百
三
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

る
。
し
か
し
有
力
な
る
理
念
群
の
国
費
、
分
化
せ
る
精
棘
組
織
の
形
成
及
そ
の
確
定
の
大
過
程
は
．

生
活
の
最
後
ま
で
連
離
す
る
Q
　
こ
の
獲
達
の
大
過
程
か
ら
、
入
間
の
生
命
登
達
の
要
素
ご
時
期
ご

を
一
つ
の
全
禮
に
結
合
す
る
所
の
、
大
法
則
が
生
す
る
。
邸
ち
人
類
に
生
起
す
る
所
の
登
達
は
、
生

活
の
一
般
的
並
に
特
殊
的
難
件
に
相
「
致
し
て
、
順
慮
生
活
に
堪
能
な
る
、
そ
れ
自
身
に
て
纒
つ
π

る
一
個
の
確
乎
だ
る
黒
黒
を
形
成
せ
ん
ご
す
る
の
傾
向
が
あ
る
。
精
嚢
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
過
程

は
、
外
的
條
件
ご
相
黒
蝿
し
て
、
薬
入
の
裡
に
か
く
の
如
き
確
乎
た
る
關
聯
を
現
出
せ
し
め
ん
が
た

め
に
、
協
力
的
に
相
思
済
し
て
居
る
。
精
紳
生
活
の
均
衡
は
種
々
の
事
情
の
た
め
、
時
々
破
壊
せ
ら

れ
易
い
が
、
合
目
的
な
關
聯
は
こ
の
破
壌
に
脆
し
て
、
防
禦
の
カ
ビ
平
復
の
カ
ご
を
内
に
藏
し
て
居

る
。
あ
ら
ゆ
る
人
間
的
脚
達
は
、
か
く
の
如
き
意
味
、
か
く
の
如
き
カ
を
有
す
る
後
天
的
精
紳
關
聯

を
構
成
す
る
こ
ε
に
外
な
ら
な
い
、
精
紳
の
か
く
の
如
き
姿
禮
（
ω
o
姦
お
Ω
o
。
・
伸
葺
。
冒
。
腔
6
。
艶
。
）
こ
そ

は
、
地
上
に
於
け
る
實
に
…
最
高
の
實
在
で
あ
っ
て
、
嘗
て
ナ
ボ
ー
レ
オ
ン
が
ゲ
、
テ
を
槻
て
と
く
。
葛

戸
＝
二
さ
五
七
。
へ
．
ご
云
っ
た
が
、
こ
は
人
間
的
な
こ
の
最
高
の
存
在
を
指
示
し
た
語
で
あ
る
○
叉
こ
の

三
昧
に
於
て
ゲ
ー
ク
は
、
入
格
を
以
て
人
類
の
最
高
の
幸
編
こ
な
し
た
〔
（
七
）
三
九
一
二
一
δ
頁
）
。

　
後
天
的
組
織
よ
り
成
る
精
算
の
か
く
の
如
き
姿
態
は
、
人
格
の
内
部
に
潜
め
る
形
式
（
富
義
。
男
。
触
ヨ

（
ζ
勺
。
蓉
隻
。
夢
。
剛
什
）
で
あ
る
。
こ
の
内
的
形
式
は
デ
ィ
ル
タ
イ
が
他
の
個
所
に
於
て
「
生
け
る
秩
序
百



も
呼
び
た
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
態
は
そ
れ
爵
身
に
て
意
義
あ
り
、
そ
れ
膚
身
に
て
完
了

せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
姿
態
を
先
験
無
量
は
、
意
識
の
統
一
の
形
式
の
下
に
、
言
入
の
裡
な
る

綜
合
力
に
基
づ
い
て
形
成
せ
ら
れ
π
も
の
で
あ
る
ご
し
た
。
こ
の
内
な
る
綜
合
力
を
、
こ
の
種
の

哲
學
は
更
に
根
面
く
探
究
し
て
、
経
験
的
な
精
紳
群
の
外
に
存
す
る
綜
合
的
な
る
も
の
、
膚
獲
的
の

繕
成
ヵ
、
統
畳
の
先
験
的
綜
合
（
紆
の
○
り
団
b
畠
亀
ω
9
ρ
納
℃
o
艮
碧
Ω
①
ω
蕊
鐙
益
⑦
｝
臼
Φ
曽
碧
ω
鎚
己
9
黛
。
し
。
蜜
暮
滞
ω
ヨ

戯
段
》
毛
・
養
①
篭
9
μ
）
こ
し
た
。
是
等
の
綜
合
的
な
る
も
の
は
、
先
験
哲
學
に
よ
れ
ば
廣
義
の
智
的
過
程

に
証
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
入
間
性
の
他
の
方
面
ご
は
全
然
濁
立
し
て
、
孤
立
的
に
存
在
し
得
る
も

の
こ
し
た
の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
見
解
を
全
然
排
斥
し
て
が
、
る
姿
態
は
組
織
關
聯

（もり

ｬ
察
言
葺
9
B
ヨ
Φ
一
調
9
昌
槻
）
か
ら
形
成
せ
ら
る
、
も
の
ビ
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
組
織
關
聯
が
生
命

の
内
的
形
式
中
に
合
目
的
性
を
輿
へ
る
。
精
瀞
の
膚
然
の
駿
達
中
に
現
出
す
る
所
の
、
こ
の
精
帥

生
活
の
一
種
の
姿
態
は
、
之
を
詮
じ
詰
む
れ
ば
、
内
的
合
目
的
性
を
有
す
る
根
源
的
組
織
の
獲
展
に

外
な
ら
な
い
。
帥
ち
根
源
酌
組
織
に
於
て
は
、
印
象
に
よ
っ
て
衝
動
が
開
獲
せ
ら
れ
、
衝
動
を
開
登

し
た
印
象
の
贋
値
は
、
戚
情
の
内
に
膿
験
せ
ら
れ
、
こ
の
印
象
の
便
値
に
導
か
れ
て
、
印
象
よ
わ
構
成

せ
ら
れ
た
る
外
界
へ
の
順
癒
が
可
能
ご
な
っ
て
居
る
。
か
、
る
過
程
中
に
於
て
、
合
目
的
ε
云
は

る
、
も
の
は
、
二
二
の
活
動
が
衝
動
及
び
戚
情
の
要
求
仁
淀
癒
せ
る
こ
ビ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
墓
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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哲
學
研
究
第
百
三
ヤ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

而
し
て
直
の
完
全
な
る
合
目
的
性
は
生
命
の
成
熟
期
に
於
て
、
個
人
の
内
に
完
成
せ
ら
る
》
も
の

で
あ
る
。
最
も
好
く
統
一
せ
ら
れ
π
姿
態
が
構
成
せ
ら
れ
る
ご
、
叢
に
初
め
て
個
入
の
内
に
、
合
目

的
に
作
用
す
る
所
の
最
大
の
カ
の
獲
達
を
現
出
す
る
○
こ
の
統
一
は
膚
・
己
の
維
持
及
び
生
命
戚

情
に
甥
し
て
、
薯
し
い
便
値
が
あ
る
〔
（
七
）
三
二
頁
〕
。

　
精
帥
的
褒
達
の
墓
礎
た
る
こ
め
M
組
織
關
聯
は
、
個
々
の
作
用
の
結
合
せ
ら
れ
て
構
成
せ
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
各
種
の
作
用
は
、
こ
の
組
織
閣
聯
か
ら
」
分
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は

こ
の
組
織
關
聯
の
背
後
を
見
る
こ
ご
は
出
來
な
い
（
露
誉
二
ぎ
ω
鉱
σ
鴇
ρ
ぴ
。
コ
蔚
馨
聾
三
象
σ
q
⑦
σ
q
毒
σ
Q
窪
づ
、
。
↑

α
窪
ぎ
言
．
）
〔
（
七
）
ニ
ニ
四
頁
」
。
精
神
的
過
程
の
條
件
ビ
し
て
の
統
一
の
本
性
（
（
垣
立
夕
景
号
槽
導
】
一
副
簿
）
は
吾

、
人
の
全
然
知
る
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
　
こ
の
方
向
へ
の
探
究
は
、
算
入
の
認
識
の
限
界
外
に
あ
る
。

唯
吾
人
の
認
知
し
得
る
は
、
精
榊
的
組
織
關
聯
内
に
、
精
紳
鰻
登
達
の
統
一
主
親
（
。
貯
魯
旨
・
窪
。
9
の
も
。
午

9
。
雨
戸
興
℃
。
。
鴇
謬
畠
9
同
国
馨
§
。
江
考
⑳
）
　
の
與
へ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
精
紳
的
登

達
の
衝
迫
的
中
心
は
、
デ
ィ
粥
タ
イ
に
依
れ
ば
、
前
に
も
述
べ
た
る
如
く
に
、
各
種
の
衝
動
で
あ
る

〔（

ｵ
）
ニ
ニ
四
頁
〕
O

　
精
血
生
活
の
獲
達
は
、
上
に
述
べ
た
る
が
如
き
基
本
紐
織
か
ら
登
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
組

織
の
内
に
て
、
そ
の
以
前
の
駿
態
に
存
在
し
な
か
っ
た
あ
る
も
の
を
創
造
し
、
新
な
る
便
値
を
現
出
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す
る
所
の
作
用
が
潜
ん
で
居
る
〔
（
七
）
三
入
喜
。
こ
の
作
用
が
一
種
の
創
造
的
遇
程
（
・
・
。
霧
冨
蕃
。
ぎ
摩
。
－

N
。
ω
。
。
。
）
を
構
成
す
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
，
今
現
に
到
達
し
居
る
あ
る
歌
態
の
次
ぎ
に
、
如
何
な
る
も

の
が
直
接
に
連
績
登
展
し
來
る
か
。
こ
は
建
言
の
外
で
あ
る
。
唯
あ
る
も
の
が
登
面
し
來
、
9
た

る
後
に
．
後
よ
り
そ
の
起
因
を
漸
く
示
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
吾
入
は
動
機
か
ら
、
行
動
を
豫
言
し

能
は
す
、
唯
嬉
し
得
る
所
は
、
行
動
を
見
た
る
後
に
、
分
析
的
に
そ
の
動
機
を
後
か
ら
確
立
し
得
る
に

止
ま
る
。
吾
人
は
將
孤
立
る
で
あ
ら
う
所
の
も
の
を
知
ら
な
い
。
か
く
の
如
き
特
徴
、
こ
は
精
赫

白
磁
達
を
身
鰹
的
登
達
か
ら
識
別
せ
し
む
る
清
極
的
特
徴
で
あ
る
が
、
か
、
る
特
徴
は
歴
史
的
登

画
面
に
明
に
認
め
る
こ
ご
が
出
翻
る
。
偉
大
な
る
創
造
的
時
代
に
於
て
は
、
そ
の
前
時
代
の
特
色

よ
り
誘
導
し
能
は
ざ
る
唱
種
の
昇
進
（
。
。
叶
蒜
2
§
σ
q
）
が
常
に
現
は
れ
て
來
る
。
而
し
て
そ
は
前
時
代

に
於
て
、
豫
面
し
能
は
ざ
る
所
の
■
も
の
で
あ
る
〔
（
七
）
ニ
ニ
四
頁
〕
。
之
を
以
て
人
皇
の
子
達
吏
を
観
る
ご
、

各
時
代
に
は
各
特
有
の
…
機
式
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
は
そ
の
前
代
に
も
亦
後
代
に
も
見
る
能
は

ざ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
一
個
入
の
登
園
中
に
も
現
は
れ
、
兇
董
期
、
青
年
期
、
肚
年
期
、

老
年
期
、
は
各
異
る
精
紳
的
特
徴
を
示
し
て
居
る
（
〔
七
〕
ニ
ニ
五
頁
、
。

　
直
達
に
依
っ
て
産
繭
せ
ら
れ
た
成
人
の
精
帥
生
活
の
後
天
的
關
聯
の
内
に
は
、
各
入
に
略
ぼ
同

機
の
心
像
、
概
念
、
債
値
の
決
定
作
用
、
確
定
せ
る
意
志
の
方
向
等
が
成
立
し
〔
（
七
）
一
三
五
頁
〕
。
亦
同
一
の

　
　
デ
イ
ツ
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
五
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哲
學
脚
雛
究
　
　
箪
百
一
ご
よ
丁
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
ハ

数
系
統
、
同
一
の
室
間
關
係
、
同
一
の
文
法
的
並
び
に
論
理
的
關
係
が
構
成
せ
ら
れ
て
み
る
。
各
人

の
後
天
的
關
聯
に
略
ぽ
同
一
の
空
耳
を
含
む
の
は
、
主
ご
し
て
物
的
並
に
蛸
脚
的
環
境
の
一
様
に

基
づ
く
の
で
、
こ
の
同
一
の
環
境
ε
各
人
に
略
ぽ
一
様
の
精
紳
的
組
織
關
聯
の
存
在
せ
る
こ
ご
、

の
關
係
か
ら
、
後
天
的
關
聯
内
に
於
け
る
償
値
撰
鐸
の
一
型
の
形
式
、
目
的
ビ
手
段
の
同
一
の
關
係
、

償
値
の
あ
る
一
様
の
遊
園
、
生
命
理
想
の
あ
る
一
機
の
特
色
も
現
出
す
る
の
で
あ
る
鰯
か
く
の
如

く
に
登
達
せ
る
成
人
の
後
天
的
關
聯
に
は
、
類
似
の
事
實
（
一
門
ρ
沖
ω
9
0
プ
①
昌
　
く
O
昌
　
ノ
N
O
同
〆
＜
本
甲
儀
ω
O
げ
ρ
律
）
が
あ
る
が
、

こ
の
事
實
を
、
シ
ユ
ラ
ィ
エ
ル
マ
少
ヘ
ル
及
び
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
各
個
入
に
存
す
る
理
性
の
同
一
性
の

形
式
（
創
…
O
　
切
O
鴨
ヨ
〇
一
昌
　
く
○
誉
　
偽
O
臆
　
H
山
O
昌
¢
歳
轡
洋
　
亀
〇
一
．
　
＜
O
雛
ρ
コ
冷
）
ご
宣
し
、
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
は
意
志
の
同
一
性

の
形
式
な
り
ご
、
形
而
上
學
的
、
抽
象
的
に
表
現
し
て
み
る
〔
ハ
七
）
ニ
ニ
上
坐
〕
。
上
述
の
如
く
に
、
各
人
の
後

天
的
關
聯
は
同
楼
の
形
式
ご
同
楼
の
成
素
を
含
ん
で
居
る
ご
共
に
、
こ
の
後
天
的
關
聯
は
、
あ
る
範

圃
に
於
て
常
恒
の
諸
關
聯
（
囚
9
。
・
弩
δ
勢
磐
髪
臼
・
Φ
島
冒
σ
q
。
）
を
そ
の
内
に
藏
し
、
こ
の
常
恒
の
關
聯
が
あ

ら
ゆ
る
個
人
の
内
に
同
報
の
形
式
に
於
て
、
幾
度
も
反
復
現
出
す
る
〔
（
七
）
二
二
五
喜
。
心
理
學
は
こ
の

後
天
的
關
聯
の
一
標
性
に
属
す
る
諸
事
實
を
蒐
集
し
て
、
心
理
學
の
構
成
の
確
實
な
る
資
料
こ
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
後
天
酌
瀾
聯
を
更
に
深
く
探
究
す
ガ
Φ
と
、
上
に
述
べ
た
る
一
機
性
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の
外
に
、
一
種
の
規
則
（
象
閃
。
σ
Q
φ
9
を
そ
の
内
に
含
み
、
之
に
よ
っ
て
個
性
の
登
展
が
現
出
し
て
み

る
か
ら
〔
（
七
二
二
六
頁
・
。
デ
ィ
〃
タ
イ
の
心
理
學
は
後
天
的
献
立
の
一
機
性
の
外
に
、
濁
自
性
、
即
ち
個

性
の
研
究
を
も
抱
蔵
し
、
南
者
相
待
っ
て
、
初
め
て
歴
史
的
、
魁
會
的
實
在
の
一
面
を
明
ら
か
に
爲
し

得
る
も
の
な
り
ご
し
て
み
る
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
根
源
的
精
帥
組
織
、
又
は
後
天
的
組
織
内
の
核
心
を
成
せ
る
生
け
る
膚
登
的
蛮

展
膿
は
、
カ
ン
ト
の
先
験
的
重
畳
の
第
二
の
意
義
に
於
け
る
袖
畳
ε
し
て
の
根
本
的
統
昼
ご
そ
の

一
部
に
於
て
相
契
合
す
る
ε
こ
ろ
が
あ
る
か
ε
思
ふ
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
こ
の
根
本
的
意
識
の

上
に
、
諸
種
の
認
識
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
こ
の
根
源
的
糟
…
紳
組
織
又

は
生
嫉
る
膚
狡
的
登
展
膿
の
基
礎
の
上
に
、
一
切
の
他
の
精
瀞
的
活
動
が
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
の
膚
畳
ご
し
て
の
先
験
的
統
畳
ξ
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
活
け
る
精
紳
組
織
の
本
質
ε
を
比
較

し
、
相
補
ふ
こ
ご
に
よ
っ
て
、
精
憩
南
風
達
の
根
祇
を
固
む
る
こ
ご
は
、
一
つ
の
興
味
あ
る
將
來
の
學

的
作
業
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
二
者
は
共
に
一
種
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
そ
は
軍
な
る
経

験
的
存
在
で
は
な
く
し
て
、
膿
真
薦
に
存
す
る
根
源
的
存
在
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
て
カ
ン
ト
の

先
験
的
心
理
學
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
組
織
心
理
畢
學
ビ
あ
る
黙
に
於
て
交
渉
を
持
ち
得
る
か
ご
思
ふ
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
精
紳
生
活
の
登
展
は
、
上
に
述
べ
た
る
が
如
く
に
、
根
源
的
精
榊

　
　
ヂ
イ
シ
タ
イ
の
心
理
學
約
理
念
の
華
本
約
な
ろ
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
．
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八

組
織
の
本
々
的
傾
向
に
立
脚
し
、
身
膿
の
登
達
．
物
的
環
境
、
精
淋
世
界
の
三
つ
の
條
件
の
下
に
、
相
互

作
用
に
依
っ
て
成
立
し
、
常
嫌
な
る
一
機
的
並
に
濁
早
耳
後
天
的
組
織
の
構
成
を
、
そ
の
結
果
こ
し

て
有
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
か
ら
、
入
間
の
精
紳
獲
達
の
科
學
的
研
究
は
、
先
づ
精
神
獲
達
の
三
大

條
件
に
沿
う
て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
せ
ば
立
撃
生
活
の
登
達
の
考
察
は
、
先
づ
こ
の
三
つ

の
條
件
の
方
向
に
説
線
を
注
が
ね
ば
な
ら
な
い
ご
長
は
主
張
す
る
。
然
し
こ
れ
の
み
で
は
猶
完

き
を
得
な
い
。
精
帥
生
活
の
獲
展
の
本
質
的
な
る
も
の
は
、
獲
達
の
主
膿
た
る
生
命
の
核
心
の
内

に
あ
る
。
　
こ
の
核
心
は
根
源
的
精
紳
組
織
よ
り
成
立
し
、
そ
の
中
心
黙
を
形
成
せ
る
も
の
は
生
け

る
自
登
的
鋸
盤
膿
（
無
。
峯
u
o
＆
ω
憲
戸
。
多
く
凶
。
欝
δ
で
み
る
。
精
聯
登
呂
の
研
究
は
、
こ
の
生
け
る
自
登

思
量
展
膿
を
捉
へ
て
、
そ
の
養
化
を
、
自
選
的
登
簿
盤
の
内
部
に
存
す
る
生
命
債
値
、
合
目
的
性
等
の

諸
要
素
ご
、
外
的
諸
條
件
ビ
の
關
係
よ
り
規
定
し
、
就
申
特
に
目
登
的
登
展
騰
の
叢
叢
の
各
時
期
〔
児

量
、
青
年
、
老
年
期
）
に
於
け
る
特
色
を
朋
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
考
へ
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は

精
榊
生
活
の
登
達
の
研
究
の
中
心
封
象
を
、
自
登
的
愛
車
禮
に
見
出
し
て
居
る
只
七
）
ニ
ニ
五
頁
〕
（
完
）


